


































平成 22 年度の学生（2 年生）の 46 作品を、表題・代表匂・
帯文を縦組みか横組みか、混合かで分類したところ、次
のような結果となった（図 4 参照）。
( J ）縦組み・－「だいはっけんj など 14 作品
(2） 横組み ・－「23 : 00」など 6 作品
( 3 ） 混合・・・ 「泡沫ガール」など 26 作品
混合の中・・表題のみ縦は 18 作品。 横は 8 作品
帯のボディーコピーのみ縦は 7 作品、
横は 19 作品
情HIBATA Nami, KUWANO Tetsuo 造形デザイン学科
圧倒的に表題は縦で、ボディコピーは横とする学生が





























とある 。 「のんびり思い出を振り返」り 、 子どもの時の
感動を思い出しての一句であろう 。 シンプルでありなが
ら、単調にならないような工夫の見られる作品である。
② 「23 : OOJ 春藤亜理紗 （図 2 参照）
信号機のイメージで、赤－ピンク 青・緑・黄色・水
色など、鮮やかな色の中で、白い歩行者型が歩くポーズ
をとっている。 題名が「23 ・： oo」という意表をつくもので、
インパクトは強い。帯は夜の閣を思わせる黒で、代表句
もキャッチコピーも白抜き 。 右端に樺色と白で「2010/



















た作品である 。 さらに「23 : ooJ の数字を、デジタル文
字のように作れるとよかった。













てあり、単調にな ら ないような気遣いが見ら れる 3 帯文
には縦書きで「大人になった。 ／記憶の中の少女は、パ包
とな っ て消えて っ た。 ／／たまにはノスタルジーに、／ひ


















注 1 ） 柴田奈美「『俳句とコピーライテイング』 の教材
開発 課題 『俳句創作と句集の装丁』岡山県立大
学デザイン学部紀要 Vol.15 No.I 2009 年 3 月
47 頁～ so 頁




Vol.16 Nol 2010 年 3 月 53 頁～ 56 頁
柴田奈美・ 桑野哲夫 － 八尾里絵子 － 木塚あゆみ「ビ
ジュアルと言語表現の融合におけるデザインの可
能性一 「俳句とコピ ー ライテイングJ の効果的な
教育指導1去を目指して（ Il ）」 岡山県立大学デザ





注 2） 黛まどか氏が 1996 年に創刊された「月刊ヘッ
フ。パーン」は全ページ横組みで、話題とな っ た。
2006 年に通算 100 号で終刊。
寸受業「コピーライテイ ング」 （旧「俳句とコピーライテイング」 ）の課題分析 縦組みと横組み 柴田奈美桑野哲夫
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( 3） 混合
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〈誰回線〉
（図4)
柴田奈美桑!L'J・哲夫縦組みと横組みー＊授業 Iコピーライテイング」（旧 「俳句とコピーライテイング」）の課題分析
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